
京
都
府
料
理
飲
食
業

組
合
連
合
会

常
任
理
事
会
を
開
催

　

去
る
令
和
６
年
２
月

19
日
（
月
）、
午
後
１
時

30
分
よ
り
京
都
料
飲
国

保
会
館
１
階
会
議
室
に

お
い
て
、
先
号
で
も
既

報
の
と
お
り
、
京
都
府

料
理
飲
食
業
組
合
連
合

会
が
常
任
理
事
会
を
招

集
、
園
部
平
八
会
長
ら

９
名
が
参
集
し
、
連
合

会
の
規
約
の
改
定
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。

　

連
合
会
規
約
の
第
十

一
条
の
（
二
）
に
あ
る

常
任
理
事
会
に
つ
い
て
、

会
長
・
副
会
長
・
常
任

理
事
で
行
う
こ
と
が
慣

行
と
し
て
実
際
に
運
営

さ
れ
て
お
り
、
連
合
会

の
決
定
事
項
で
あ
る
と

言
え
る
と
し
つ
つ
、
よ

り
正
確
に
、
誤
解
を
生

ま
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
こ
れ
に
文
言
を
加
筆

し
、
改
め
て
明
記
す
る

と
い
う
草
案
を
ま
と
め

た
。

　

ま
た
令
和
６
年
の
理

事
会
開
催
日
時
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
５
月
30

日（
木
）
に
、
事
業
協
会

定
時
総
会
を
15
時
か
ら
、

連
合
会
理
事
会
を
16
時

か
ら
、
合
同
の
懇
親
会

を
17
時
か
ら
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
京
都
に
お
い

て
行
う
方
向
で
調
整
中

で
あ
る
と
し
た
。

昨
年
の
飲
食
店
火
災
が
過
去
最
多

消
防
用
設
備
な
ど
、
再
確
認
を

　

京
都
市
消
防
局
予
防
部

予
防
課
か
ら
、
令
和
５
年

の
飲
食
店
火
災
が
、
前
年

の
令
和
４
年
と
比
べ
て
13

件
増
加
し
、
過
去
最
多
の

24
件
発
生
し
て
い
る
と
し

て
、
改
め
て
注
意
喚
起
が

あ
っ
た
。

　

飲
食
店
火
災
の
原
因
の

半
分
は
左
の
表
の
と
お

り
、
天
ぷ
ら
な
べ
と
こ
ん

ろ
を
合
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
こ
ん
ろ
周
り
」
か
ら

で
あ
り
、「
加
熱
中
は
目

を
離
さ
な
い
」「
可
燃
物

を
近
く
に
置
か
な
い
」「
天

ぷ
ら
な
べ
か
ら
出
火
し
た

際
は
、
絶
対
に
水
を
掛
け

な
い
」
な
ど
に
注
意
を
。

　

ま
た
、
昨
年
発
生
し
た

飲
食
店
火
災
の
約
半
数
で

は
消
火
器
が
有
効
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
慌
て
て

い
て
使
用
方
法
が
わ
か
ら

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
今
一
度
、
消
火
器

の
使
い
方
に
つ
い
て
、
従

業
員
各
位
と
も
確
認
を
さ

れ
た
い
。

　

消
防
法
令
で
設
置
が
義

務
と
な
る
消
火
器
な
ど
の

消
防
用
設
備
等
は
、
火
災

が
発
生
し
た
と
き
に
正
常

に
作
動
す
る
よ
う
、
定
め

ら
れ
た
点
検
基
準
と
点
検

要
領
に
従
っ
て
定
期
的
に

点
検
し
、
そ
の
結
果
を
管

轄
す
る
消
防
署
長
に
提
出

す
る
義
務
が
あ
る
。

　

点
検
忘
れ
や
報
告
忘
れ

が
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

管
理
を
。

根
性
論
ヌ
キ
で
、
き
っ
と
で
き
る

レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
は
、
癒
え
て
い
く

レストラン汽［ki:］（れすとらん きぃ）
京都市下京区木屋町通六軒上ル都市町48-4-1　☎075（585）4224
モーニング8:00～L.O.9:45（20食のみ、要予約）　11:00～L.O.14:45　テイクアウト9:00～15:00／水休

およそ四半世紀の料理人キャリアを経て、準備に２年を費やし、2021年５月にオープン。ディナー営業も近く予約制
でスタートする予定で、写真の料理はいずれも基本的にディナー用メニュー。料理はどれもファストカジュアルを謳うの
に値するプライスゾーンだ

　

フ
レ
ン
チ
の
料
理
人

と
し
て
確
た
る
地
位
を

得
な
が
ら
、
店
主
の
長

野
浩
丈
さ
ん
が
同
店
を

オ
ー
プ
ン
し
た
の
に
は
、

い
く
つ
か
理
由
が
あ
る
。

　

中
で
も
、
染
み
つ
い

た
デ
フ
レ
体
質
の
せ
い

か
、
誰
も
彼
も
何
も
か

も
が
「
安
き
」
に
流
れ
、

そ
れ
が
ス
タ
ッ
フ
の
、

仕
入
れ
の
流
通
の
、
そ

し
て
生
産
者
の
疲
弊
を

招
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
業

界
が
限
界
に
き
て
い
る

と
感
じ
た
こ
と
が
大
き

い
。

　

そ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

と
し
て
同
店
は
あ
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
と
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
の
狭
間
、
２

０
０
０
年
以
降
最
も
伸

び
て
い
る
と
言
わ
れ
る

業
態
、フ
ァ
ス
ト
カ
ジ
ュ

ア
ル
を
目
指
し
た
。
こ

こ
は
レ
バ
ノ
ン
料
理
店
。

我
々
が
思
う
よ
り
遙
か

に
世
界
中
で
知
ら
れ
、

愛
さ
れ
て
い
る
料
理
、

レ
バ
ニ
ー
ズ
。
野
菜
が

中
心
で
、
栄
養
価
が
高

い
。
同
店
で
使
用
す
る

野
菜
は
ほ
ぼ
自
前
の
畑

で
収
穫
さ
れ
た
も
の
だ
。

３
箇
所
の
畑
で
は
１
年

に
80
種
〜
１
０
０
種
の

野
菜
が
穫
れ
る
と
言
い
、

季
節
に
よ
り
栽
培
や
土

に
も
心
を
砕
き
、
無
農

薬
で
育
て
る
野
菜
の
収

穫
率
は
お
よ
そ
50
％
だ

が
、
そ
れ
が
健
康
な
姿

だ
と
も
言
え
る
。

　
「
店
は
開
い
て
い
て
、

ス
タ
ッ
フ
も
い
る
。
な

の
に
席
が
埋
ま
っ
て
い

な
い
の
は
非
効
率
で
す

し
、
飲
食
店
と
し
て
空

席
を
見
る
の
は
や
っ
ぱ

り
イ
ヤ
で（
笑
）」。
仕
込

み
時
間
と
営
業
時
間
を

兼
ね
る
の
は
ム
ダ
を
な

く
す
た
め
。
誰
に
無
理

を
強
い
る
こ
と
な
く
、

や
れ
る
こ
と
は
あ
る
。

こ
う
し
て
業
界
の
病
み

が
ひ
と
つ
ず
つ
癒
え
て

い
く
と
い
い
。
健
康
に

な
っ
て
い
け
ば
い
い
。
そ

ん
な
風
に
思
え
る
の
だ
。

手
前
は
ひ
よ
こ
豆
の
ペ
ー
ス
ト
「
フ
ム
ス
」、
中
央
左
は
赤
パ
プ
リ
カ
、
唐
辛
子
、
胡
桃
を
使
っ
た
「
ム
ハ
ン
マ
ラ
」、
右
の
皿
の
左
側
は
水
切
り

し
た
ギ
リ
シ
ャ
ヨ
ー
グ
ル
ト
「
ラ
ブ
ネ
ー
」、
右
側
は
「
バ
バ
ガ
ム
」
と
い
う
茄
子
の
ペ
ー
ス
ト
。
い
ず
れ
も
レ
バ
ニ
ー
ズ
の
代
表
的
な
料
理
で
、

ピ
タ
パ
ン
に
デ
ィ
ッ
プ
し
て
食
べ
る
。
料
理
は
い
ず
れ
も
６
０
０
円
で
、
右
上
の
ピ
タ
パ
ン
は
３
０
０
円

京都市消防局予防部予防課　☎075（212）6677

［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治療費や休業補償給
付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならなくなったときに、次の就職先が決まる
までの生活保障。［代行委託のメリット］❶面倒な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ❷労
働保険料分納可能（年3回）❸家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険のメンテナンス代行します

京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

消火器の使い方について

❶ 安全栓（黄色のピン）
を引き抜く

❷ ホースを外し
ノズルを火の根元に向ける

❸ レバーを強く握って
薬剤を放出する

消防用設備等の
点検報告について

飲食店火災について

飲食店における火災原因

天ぷらなべ
33％その他

50％

こんろ
17％

問い合わせ

取り扱い
やってます

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うとともに、普及を進めてい
ます。クレジットカードの利用が増加している昨今、KICSは便利なだけ
でなく、手数料率や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS
加入のお問い合わせは 京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

席
は
全
て
石
造
り
、
据
え
付
け
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
に
。
あ
ら
ゆ
る
信

仰
や
宗
旨
を
超
え
て
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
。
揺
る
が
ぬ
思
い

の
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、「
汽
」は「
汽
水
」の
よ
う
に「
混
ざ
り
合
う
と
こ
ろ
」

で
も
あ
る

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２４年（令和６年）３月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６７号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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令
和
５
年
度 
第
４
回
三
役
会
報
告

こ
の
後
の
事
務
所
体
制
な
ど

　

去
る
令
和
６
年
１
月

30
日
（
火
）
17
時
よ
り
、

益
市 

堺
町
錦
店
に
お
い

て
令
和
５
年
度 

第
４
回

三
役
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
牧
野
順
二

理
事
長
含
め
理
事
メ
ン

バ
ー
６
名
、
青
年
部
よ

り
オ
ブ
ザ
ー
ブ
１
名
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
今
後
の
事

務
所
体
制
に
つ
い
て
、

第
２
回
理
事
会
議
案
に

つ
い
て
で
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
、
質
疑
が
行
わ
れ
、

協
議
事
項
と
し
て
、
能

登
半
島
地
震
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
令
和
６
年

度
予
算
方
針
に
つ
い
て
、

全
飲
連
全
国
石
川
県
大

会
（
行
程
、
補
助
額
な

ど
）、
組
合
費
（
賦
課
金
）

に
つ
い
て
、
京
都
銀
行

振
込
手
数
料
負
担
に
つ

い
て
、
国
保
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
今
後
の
会

議
日
程
に
つ
い
て
な
ど

多
く
の
議
題
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
総
代
会
前
理

事
会
は
５
月
８
日
、
総

代
会
は
５
月
27
日
に
実

施
す
る
こ
と
を
共
有
し

終
会
い
た
し
ま
し
た
。

副
理
事
長　

中
谷
安
志

魚
菜
鮓
商
協
同
組
合
青
年
会

新
会
長
の
も
と
総
会
・
懇
親
会
開
催

役員理事名簿 組織図

　

魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

青
年
会
は
、
去
る
令
和

６
年
２
月
13
日
（
火
）、

御
料
理 

魚
治
に
て
新
年

総
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
た
。

　

本
年
度
よ
り
就
任
し

た
櫻
井
登
之
会
長
（
京

料
理
さ
く
ら
い
）
よ
り

第
32
期
の
年
間
事
業
計

画
・
予
算
が
諮
ら
れ
、

全
案
承
認
さ
れ
た
。

　
「
い
っ
ぱ
い
の
水
を
持

ち
寄
り
・
い
っ
ぱ
い
の

水
を
持
ち
帰
る
」
の
指

針
の
も
と
、
気
軽
に
聞

け
て
気
軽
に
教
え
て
貰

え
る
、
い
い
と
こ
取
り

が
で
き
る
会
に
し
た
い

と
、
青
年
会
の
良
さ
を

会
員
一
同
で
再
確
認
し

た
。

　

組
織
図
、
新
役
員
は

下
図
の
と
お
り
。

組
合
、
賛
助
商
社
会
が

新
年
合
同
交
流
会
を
開
催

　

去
る
令
和
６
年
１
月

29
日（
月
）、Ｂ
ｅ
ｅ
ｒ 

Ｔ

ｈ
ｉ
ｒ
ｔ
ｙ
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
、
京
都
府

中
華
料
理
生
活
衛
生
同

業
組
合
・
賛
助
商
社
会

が
合
同
で
交
流
会
を
開

催
し
た
。
参
加
者
は
29

名
。第

11
回
全
国
ヘ
ル
シ
ー
中
華
料
理
コ
ン
テ
ス
ト　

入
賞
者
発
表

　

前
号
に
引
き
続
き
、

去
る
令
和
５
年
10
月
、

ホ
テ
ル
雅
叙
園
（
東
京

都
）
に
て
開
催
さ
れ
た

第
11
回
全
国
ヘ
ル
シ
ー

中
華
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

の
受
賞
作
品
を
紹
介
す

る
。
今
回
は
麺
飯
の
部

金
賞
受
賞
作
品
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
組
合

員
個
々
人
の
調
理
技
術

の
向
上
を
促
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
中

華
料
理
の
可
能
性
を
見

出
し
、
消
費
者
に
提
供

し
、
個
店
の
復
興
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
組

合
自
体
の
活
性
化
に
資

す
る
目
的
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

毎
年
、
同
組
合
の
事

業
に
つ
い
て
は
賛
助
商

社
会
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
お
り
、「
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
賛
助
商
社
会
の

方
々
と
交
流
を
お
勧
め

致
し
た
い
」
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
度
も
新
春

合
同
交
流
会
と
し
て
開

催
し
た
。

　

当
日
は
矢
野
副
理
事

長
が
司
会
を
務
め
、
冒

頭
、
上
野
理
事
長
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
、
続
い
て

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル 

市
野
賛

助
商
社
会
会
長
の
挨
拶
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル 

岡
田
支

店
長
の
乾
杯
で
開
会
、

交
流
会
で
は
商
社
会
各

位
と
組
合
役
員
と
の
名

刺
交
換
な
ど
、
楽
し
く

も
有
意
義
な
情
報
交
換

の
場
と
な
っ
た
。

　

賛
助
商
社
会
と
同
組

合
の
関
係
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、「
今
後
も
京
都
の

中
華
料
理
業
界
の
発
展

の
た
め
に
、
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
再
認
識
し
た
」
と
し

て
い
る
。

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

中華たつのこ

桒野本弥
チャイニーズレストハウスみんみん

鍋澤崇宏

スティッキオ入り
鶏だんごタンメン

材料費：260円　売価：800円

鶏ひき肉（胸）…100g
スティッキオ…50g

ルッコラ…15g
紫水菜…10g
長葱…1/2本

中華麺…1玉
中華スープ…500ml

A
酒…少々
塩…少々
味の素…少々
胡椒…少々
B
酒…大1
塩…大1.5
味の素…少々
柚子胡椒…5g

⑴スティッキオの食感が分かるように荒みじん切りにする。
⑵鶏ひき肉にAを入れ下味をつけよく練り、⑴を混ぜダンゴ
を作る。
⑶⑵のだんごをボイルして、中まで火を通す。
⑷ルッコラ、水菜を3cmほどに切り、長葱をリボン切りにする。
⑸麺を茹でる。中華スープにBを入れて味をつけ、⑶のだん
ごも一緒に温める。
⑹茹で上がった麺に中華スープをかけ、⑷を乗せる。
⑺⑹に柚子胡椒を入れる。

材料（1食分・520kcal）

作り方

ご飯…200g
卵…1個
玉ねぎ…適量
塩…適量
もやし…適量
スープ…適量
豚肉…適量
白菜…適量
キャベツ…適量
人参…適量
玉ねぎ…適量
むきエビ…適量
イカ…適量
ヤングコーン…適量

ナス…適量
ズッキーニ…適量
キクラゲ…適量
しいたけ…適量
筍…適量
カマボコ…適量

砂糖…適量
醬油…適量
胡麻油…適量
酒…適量
片栗粉…適量
酢…適量
ラード…適量

材料（1食分・940kcal）

⑴炒飯を作り、型にはめ、お皿に盛り付ける。
⑵広東あんかけを作る。鍋にラードを入れ、肉を炒める。
⑶次に野菜等を炒める。
⑷スープを適量入れる。
⑸味付けをし、片栗粉であんを作る。

作り方

広東炒飯
広東あんかけチャーハン

カラフルな野菜をたっぷり、野菜の旨味が詰まった
彩り豊かなあんかけチャーハンです。
材料費：308円　売価：1000円

令
和
５
年
度 

第
２
回
理
事
会
報
告

能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
な
ど

　

去
る
令
和
６
年
２
月

６
日
（
火
）
先
斗
町 

多

か
ら
に
お
い
て
令
和
５

年
度
第
２
回 

理
事
会
が

出
席
者
15
名
（
オ
ブ
ザ
ー

ブ
参
加
３
名
）、
委
任
状

25
通
（
総
数
43
の
う
ち
）

の
定
足
数
を
得
て
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　

牧
野
順
二
理
事
長
の

開
会
挨
拶
の
後
、
定
足

数
の
確
認
を
行
い
、
議

事
録
署
名
人
２
名
が
指

名
さ
れ
報
告
事
項
に
移

り
ま
し
た
。
報
告
事
項

は
、
事
務
所
体
制
に
つ

い
て
、
新
職
員
に
つ
い

て
、
定
款
の
一
部
変
更

な
ど
に
つ
い
て
で
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
は
、
能
登

半
島
地
震
の
支
援
に
つ

い
て
各
単
組
へ
の
支
援

協
力
と
そ
の
目
安
に
つ

い
て
協
議
し
、
支
援
先

は
石
川
県
飲
食
生
衛
に

直
接
届
け
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
飲
連
全
国
大
会
石

川
県
大
会
（
行
程
、
補

助
額
な
ど
）
に
つ
い
て

は
牧
野
理
事
長
よ
り
「
石

川
県
飲
食
組
合
は
予
定

通
り
全
国
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
励
み
に
、

日
々
復
興
に
向
け
て
尽

力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
京
都
か
ら
た
く

さ
ん
の
参
加
を
望
み
、

石
川
県
飲
食
の
活
性
化

に
む
け
て
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
」
と
の
報
告
の

後
、
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
、
今
後
の
理
事
会
・

総
代
会
の
日
程
に
つ
い

て
、
組
合
費
（
賦
課
金
）

に
つ
い
て
、
京
都
銀
行

振
込
手
数
料
負
担
に
つ

い
て
、
国
保
の
取
扱
い

に
つ
い
て
な
ど
が
出
席

者
に
よ
り
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

副
理
事
長　

中
谷
安
志

櫻井　登之

山下　武司

田中　良典

木村　一智

田中　宏典

上田　一盛

小笹　正義

井山　和彦

田中　信行

総　会総　会
会 長

副会長

副会長

会 計

副会計

理 事

理 事

監 事

監 事

監　事監　事

理事会理事会

会員
準会員
会員
準会員

金
賞

麺
飯
の
部
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京
都
料
理
組
合

定
時
総
会
・
懇
親
会
日
程
を
決
定

第
１
８
４
回
通
常
理
事
会
開
催
さ
れ
る

　

去
る
令
和
６
年
２
月

13
日
（
火
）、
京
都
府
旅

館
会
館
（
京
都
市
中
京

区
）
に
お
い
て
第
１
８

４
回
通
常
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、３
月
13
日
（
水
）

開
催
の
第
１
４
７
回
通

常
組
合
会
に
提
出
す
る

議
案
等
の
審
議
を
行
い

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
料
飲
国
保
組

合
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」、
被
保
険
者
数

や
国
庫
補
助
金
、
医
療

費
等
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
参
加
し

た
理
事
に
よ
る
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
意
見
は
、「
こ
の
先
、

国
へ
の
支
払
い
が
益
々

増
え
る
と
そ
の
都
度
、

保
険
料
を
上
げ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
こ
の
辺

で
抜
本
的
に
こ
の
組
合

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

「
健
康
保
険
証
」
３
月
は
最
後
の
更
新
月
で
す

　

現
在
の
「
健
康
保
険

者
証
」
の
有
効
期
限
は

３
月
31
日
で
す
。
３
月

中
旬
か
ら
新
し
い
「
健

康
保
険
証
」（
色
は
ブ

ル
ー
）
に
更
新
し
ま
す
。

所
属
組
合
か
ら
の
連
絡

に
よ
り
早
め
に
受
け
取

春
は
異
動
の
時
期
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
14
日
以
内
に

各
所
属
組
合
へ
お
届
け
下
さ
い
！

り
、
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
所
属
組

合
に
よ
っ
て
は
、
直
接

郵
送
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
法
律
改

正
に
よ
り
、
本
年
12
月

２
日
に
「
健
康
保
険
証
」

は
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体

化
（「
マ
イ
ナ
保
険
証
」）

さ
れ
ま
す
。
料
飲
国
保

組
合
と
し
て
、
今
回
更

新
さ
れ
る
「
健
康
保
険

証
」
の
有
効
期
限
は
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
11
月
30
日
ま

で
と
し
て
お
り
、
今
回

が
最
後
の
更
新
に
な
り

ま
す
。

◆
従
業
員
を
雇
わ
れ
た
と
き
、
従
業
員
が
辞
め
ら
れ
た
と
き

◇
事
業
主
を
変
更
す
る
と
き
、
事
業
所
の
名
称
や
住
所
等
を
変
更
す
る
と
き

◆
住
民
票
に
変
更
（
家
族
の
方
の
転
入
や
転
出
、
氏
名
、
住
所
等
の
変
更
）
が

　
あ
っ
た
と
き

◇
家
族
の
方
が
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
辞
め
ら
れ
た
と
き
　 

　
　
　
等
々

知
恵
を
出
さ
な
い
と
じ

り
貧
に
な
る
。
交
付
金

を
減
ら
す
だ
け
で
は
な

く
、
執
行
部
と
し
て
、

今
後
、
中
長
期
的
に
ど

う
し
て
い
く
の
か
示
し

て
欲
し
い
」「
国
は
国
保

組
合
を
ど
う
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
？ 
我
々

は
存
続
さ
せ
る
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
」「
若
い
組
合
員
、

新
し
く
事
業
を
始
め
た

人
に
組
合
に
入
っ
て
も

ら
う
た
め
に
ど
う
し
た

ら
い
い
か
？
国
保
に
入

れ
ま
す
よ
、
だ
け
で
は

な
か
な
か
入
っ
て
も
ら

え
な
い
」「
全
国
の
他
の

組
合
と
も
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」「
新
規

加
入
促
進
の
た
め
に
は

料
飲
国
保
が
も
っ
と
前

面
に
出
て
欲
し
い
」「
組

合
員
増
強
は
各
組
合
が

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
」
等
々
、
活
発
な

意
見
交
換
が
あ
り
、
危

機
感
を
共
有
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
取
組
を
進
め

る
こ
と
の
重
要
性
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
組
合
会
・
単

位
組
合
代
表
者
会
議
・

事
務
担
当
者
研
修
会
等

の
機
会
を
踏
ま
え
、
組

合
内
で
さ
ら
に
議
論
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

第471号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
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編
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石
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京
都
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中
京
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二
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富
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入
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京
都
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料
理
生
活
衛
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同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
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京
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国
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Ｘ
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議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）

議
案
第
２
号　

令
和
６
年
度
組
合
会
計
歳
入
歳
出
予
算（
案
）

議
案
第
３
号　

令
和
６
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算（
案
）

議
案
第
４
号　

組
合
規
約
取
扱
規
則
の
一
部
改
正（
案
）

議
案
第
５
号　

第
35
期
組
合
会
議
員
及
び
役
員
の
定
数
等（
案
）

議
案
第
６
号　

令
和
６
年
度
法
令
遵
守（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）実
践
計
画（
案
）

議
案
第
７
号　

第
１
４
７
回
通
常
組
合
会
の
開
催（
案
）

使
っ
て
み
よ
う
！

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
！

　

本
年
12
月
２
日
の
「
健

康
保
険
証
」
の
廃
止
に

伴
い
、
12
月
２
日
以
降

は
、
新
し
く
「
健
康
保

険
証
」
を
交
付
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
今

回
更
新
す
る
「
健
康
保

険
証
」
を
紛
失
し
た
り
、

住
所
や
氏
名
変
更
等
を

し
た
場
合
の
再
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
新
規
加

入
の
方
や
「
健
康
保
険

証
」
の
記
載
事
項
に
変

更
の
あ
る
方
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健

康
保
険
の
利
用
登
録

（「
マ
イ
ナ
保
険
証
」）
を

し
て
い
た
だ
く
か
、
ま

た
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
利
用
登
録
が
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、
新
し

く
「
資
格
確
認
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

　

料
飲
国
保
の
被
保
険

者
の
う
ち
、
令
和
６
年

１
月
現
在
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保

険
の
利
用
登
録
（「
マ
イ

ナ
保
険
証
」）
さ
れ
て
い

る
方
は
約
５
割
で
す
。

本
年
12
月
に
向
け
て
、

医
療
機
関
で
も
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
の
利
用
が

勧
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
利

用
登
録
が
未
だ
の
方
は
、

お
早
め
に
登
録
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

京
都
料
理
組
合
が
定

時
総
会
の
開
催
が
、
来

る
令
和
６
年
３
月
27
日

（
水
）
に
決
定
し
た
。
時

間
、
場
所
、
ま
た
議
題

な
ど
の
詳
細
は
左
記
の

と
お
り
。

　

多
く
の
出
席
を
募
っ

て
お
り
、
出
欠
の
連
絡

は
３
月
21
日
（
木
）
ま
で

に
、
ま
た
や
む
を
得
ず

欠
席
の
場
合
は
委
任
状

の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

　

会
場
周
辺
の
岡
崎
界

隈
は
桜
の
名
所
で
も
あ

り
、
昨
年
同
様
、
総
会

が
行
わ
れ
る
頃
が
ち
ょ

う
ど
満
開
予
想
と
な
っ

て
い
る
。

﹇
日
時
﹈

﹇
場
所
﹈

令
和
６
年
３
月
27
日（
水
）

受　

付
：
16
時
〜

総　

会
：
17
時
〜

懇
親
会
：
18
時
〜

六
盛

京
都
市
左
京
区
岡
崎
西
天
王
町
71

☎
０
７
５（
７
５
１
）６
１
７
１

《
議
　
案
》

一
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告

一
、
令
和
５
年
度
収
支
決
算

一
、
監
査
報
告

一
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）

一
、
令
和
６
年
度
収
支
予
算（
案
）

一
、
そ
の
他

通
常
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
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「
べ
き
論
」不
要
。
自
分
が
美
味
い
と
思
っ
て
も

そ
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題

　

創
業
と
し
て
は
、
岐

阜
と
九
州
出
身
の
両
親

が
千
本
の
中
華
料
理
店

で
出
会
っ
て
、
後
に
夫

婦
で
公
設
市
場
の
中
に

中
華
総
菜
の
店
を
出
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

こ
れ
は
京
都
初
の
中
華

総
菜
店
だ
っ
た
ら
し
い

で
す
。
今
で
い
う
中
華

デ
リ
で
す
ね
。
そ
の
後

中
華
料
理
店
を
鞍
馬
口

に
出
店
し
ま
す
。
こ
れ

が
飲
食
店
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
で
、
そ
の
後
、

現
在
の
本
店
も
含
め
て

計
３
軒
ま
で
増
や
し
て

い
き
ま
す
。

　

子
供
が
言
う
の
も
何

で
す
が
、
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
現
在
、

本
店
に
な
っ
て
い
る
こ

の
店
は
、
も
と
も
と
喫

茶
店
だ
っ
た
物
件
を
縁

あ
っ
て
引
き
継
い
だ
も

の
で
、
今
も
名
残
り
が

あ
り
ま
す
ね
。
オ
ー
プ

ン
当
初
は
朝
は
モ
ー
ニ

ン
グ
を
出
す
と
い
う

（
笑
）、
そ
ん
な
店
で
し

た
。

　

私
は
と
言
い
ま
す
と
、

厨
房
が
遊
び
場
と
い
う

と
不
謹
慎
な
ん
で
す
が
、

中
学
生
ぐ
ら
い
に
な
る

と
、
厨
房
で
勝
手
に
自

分
の
ご
飯
を
作
っ
て
食

べ
て
ま
し
た
ね
。
た
だ
、

家
業
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
良
く
思
っ
て
い
な
く

て
、
学
校
で
冷
や
か
さ

れ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
、

ま
だ
そ
う
い
う
時
代
で

し
た
か
ら
ね
。
難
し
く

言
う
と
、
中
華
料
理
店

の
地
位
が
ま
だ
低
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。「
イ
タ
リ
ア
ン
と
か

フ
レ
ン
チ
の
店
な
ら
よ

か
っ
た
の
に
」
と
。
も
っ

と
も
当
時
は
ま
だ
フ
レ

ン
チ
と
か
い
う
言
い
方

は
な
か
っ
た
で
す
け
ど

ね
（
笑
）。

　

父
に
継
げ
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
大
学
に
通
っ
て
い

た
頃
が
一
番
楽
し
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
頃

に
父
が
身
体
を
壊
し
ま

し
て
。
大
学
を
出
て
す

ぐ
に
家
業
に
就
き
ま
し

た
。
そ
の
直
後
は
、
こ

れ
は
も
ぅ
、
同
じ
よ
う

な
経
験
を
さ
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、

父
の
代
の
職
人
さ
ん
と

の
バ
ト
ル
の
日
々
で
す

（
笑
）。
30
歳
を
過
ぎ
た

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
、

「
継
い
だ
な
ぁ
」
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
。

　

組
合
に
つ
い
て
は
付

き
合
い
は
長
く
て
、
組

合
設
立
か
、
設
立
直
後

か
、
父
が
当
時
の
重
鎮

の
方
々
と
話
し
合
い
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

詳
し
く
は
憶
え
て
な
い

で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
て
、
理
事

に
推
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
ん
で
す
が
、「
イ
ヤ

や
、
イ
ヤ
や
」
と
わ
が

ま
ま
を
言
う
て
ま
し
て

（
笑
）。
お
受
け
し
た
も

の
の
、
集
ま
り
に
も
お

伺
い
で
き
て
い
な
く
て

申
し
訳
な
い
気
持
ち
ば

か
り
で
し
て
。

　

た
だ
、
若
い
子
が
楽

し
く
働
け
る
国
に
な
っ

た
ら
い
い
な
、
と
い
う

思
い
は
あ
る
ん
で
す
。

今
は
と
に
か
く
「
働
く

な
！
働
く
な
！
」
み
た

い
な
風
潮
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
独
立
し
た
い
、

店
を
持
ち
た
い
、
と
い

う
若
い
子
に
は
物
足
ら

ん
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。
我
々
が
言

わ
れ
て
き
た
「
人
が
寝

て
る
間
に
働
け
」
と
か

「
人
の
２
倍
、
３
倍
働
け
」

な
ん
て
の
は
今
は
糾
弾

さ
れ
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
喜
ん

で
働
く
子
だ
っ
て
い
る

に
聞
き
ま
し
た

京
都
府
中
華
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
理
事
　
石
原
健
雄

い
し 

は
ら 

た
け  

お

商
い
の
ス
タ
ー
ト
は
戦
後
間
も
な
い
頃
、
お
そ
ら
く
京
都
初
の
中
華
総
菜
店

米
の
入
手
は
、
華
僑
が
最
も
確
実
だ
っ
た
と
も
。
そ
ん
な
時
代

創
業
60
年
余
は
、
京
都
中
華
と
し
て
は
老
舗
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う

名
店
は
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ

そ
ん
な
中
華
料
理
店
の
厨
房
を
遊
び
場
に
育
ち
、
承
継
は
全
く

考
え
て
い
な
か
っ
た
二
代
目
は
、
経
営
者
型
と
し
て
我
が
道
を
行
く

京
都
市
北
区
紫
野
下
若
草
町
17‐

１

☎
０
７
５（
４
４
１
）６
９
３
４

11
時
30
分
〜
15
時　

17
時
〜
23
時　

㈯
11
時
30
分
〜
23
時

㈰
11
時
30
分
〜
22
時
／
無
休

北
京
亭 

本
店 

（
ぺ
き
ん
て
い 

ほ
ん
て
ん
）

初
代
で
あ
る
先
代
が
手
が
け
た
店
舗
と
し
て
は
鞍
馬
口
の

店
（
写
真
上
）
に
続
く
２
軒
目
に
あ
た
る
。
現
在
は
こ
の
本

店
を
ベ
ー
ス
に
、
デ
リ
バ
リ
ー
専
門
店
も
手
が
け
て
い
る
。

文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
多
忙
を
極
め
る
両
親
に
お
ん
ぶ
さ

れ
な
が
ら
幼
少
期
を
過
ご
し
、
厨
房
で
自
ら
料
理
を
し
て

育
っ
た
二
代
目
。
自
身
も
最
盛
期
は
営
業
中
に
座
っ
て
食

事
が
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
と
述
懐
す
る
。
子
供
の
孤
食
や

食
育
に
も
目
を
向
け
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
を
招
い
て
の
ラ
イ

ブ
な
ど
も
行
っ
て
い
る

す
。
料
理
学
校
に
中
華

の
コ
ー
ス
が
な
く
な
っ

て
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
。

ま
ぁ
こ
れ
は
選
択
肢
が

増
え
た
と
い
う
こ
と
で

「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
と
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

面
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
。

　

自
由
な
料
理
で
も

え
ぇ
、
と
。
そ
う
思
っ

て
ま
す
。
当
店
は
喫
茶

店
で
も
あ
っ
た
の
で
余

計
に
そ
う
思
う
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
韓
国

風
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま

す
し
、
ト
ン
カ
ツ
が
名

代
だ
っ
た
り
も
し
ま
す

し
（
笑
）。

　

中
華
と
は
、
料
理
と

は
、
こ
う
あ
る
べ
き
、

と
い
う
よ
う
な
「
べ
き

論
」
は
言
い
ま
せ
ん
。

自
分
が
ナ
ン
ボ
美
味
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
お

客
さ
ん
が
来
な
け
れ
ば

意
味
は
な
い
の
で
。
求

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が

重
要
で
す
。

　

経
営
者
型
と
言
わ
れ

れ
れ
ば
、
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
え
？ 

組

合
運
営
に
向
い
て
る
？ 

そ
れ
は
ま
た
、
追
々
で

（
笑
）。

し
、
手
に
職
を

付
け
た
い
と
い

う
強
い
意
志
を

持
っ
て
い
る
子

も
い
る
ん
で
す

か
ら
。

　

バ
イ
ト
を
育

て
る
の
も
難
し

い
で
す
よ
ね
。

大
事
な
子
供
さ
ん
を
預

か
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ

ち
ら
は
親
代
わ
り
の
つ

も
り
で
い
ま
す
が
、
褒

め
て
あ
げ
る
の
に
も
ヘ
タ

を
す
る
と
「
ハ
ラ
（
ス

メ
ン
ト
）
ハ
ラ
（
ス
メ
ン

ト
）」
言
わ
れ
る
。
彼

氏
に
振
ら
れ
て
泣
き
な

が
ら
店
に
来
た
な
ん
て

い
う
話
も
あ
り
ま
す
け

ど
ね
。

　

街
中
華
が
人
気
と
い

う
反
面
、
中
華
人
気
が

落
ち
て
い
る
の
で
は
？ 

と
い
う
気
も
し
て
い
ま

萬亀楼（まんかめろう）
京都市上京区猪熊通出水上ル蛭子町387
TEL.075（441）5020

小西　雄大

博
士
号
を
取
得
す
る
た
め
の　
　
　
　

論
文
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ　
　

し
て
い
ま
す Konishi  Takehiro

＼ ／

享保7年創業の老舗に生まれたが、家業に就くと決め
たのは大学卒業直前。スキー界でメーカー契約選手と
いう堅い未来もあったが、実家で働く人々を見て
「あぁ、この人たちのお蔭でスキーができていたんだ。
継がないのは失礼じゃないか、と思って」舵を切った。
料理は全くゼロスタート。苦労もあったが今では十一
代目として店の味を決め、国際的な仕事も多くこなす。

箸
や
す
め

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
後
に
罹

災
地
を
訪
れ
た
。
躊
躇
い
は
あ
っ

た
が
、
現
地
の
人
の
「
今
の
う
ち

に
見
て
お
い
て
欲
し
い
」
と
い
う

声
に
背
中
を
押
さ
れ
た
。
岩
手
県

宮
古
市
、
田
老
地
区
、
山
田
地
区
、

大
槌
町
、
釡
石
と
巡
っ
た
。
写
真

は
そ
の
と
き
の
も
の
だ
。
だ
が
目

に
見
え
る
惨
状
よ
り
も
、
現
地
で

聞
い
た
話
の
方
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
コ
メ
ン
ト
が
入
っ
た
。

「
こ
こ
で
見
た
も
の
を
、
地
元
に

帰
っ
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
」。
す
ぐ

に
返
信
し
た
。「
そ
の
た
め
に
来
ま

し
た
」
と
。◆
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
。
報
道
が
13
年
前
の

岩
手
と
重
な
る
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
消
防
、

医
療
チ
ー
ム
、
自
衛
隊
の
方
々
に

は
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

◆
京
都
府
も
北
中
部
な
ど
で
は
過

去
に
大
き
な
水
害
が
あ
り
、
他
人

事
で
は
な
い
。
各
組
合
で
は
義
援

金
を
募
る
動
き
も
あ
り
、「
人
手
よ

り
も
義
援
金
」
と
い
う
時
期
が
あ

る
こ
と
を
、
過
去
か
ら
我
々
は
学

ん
で
い
る
。
そ
し
て
我
が
国
に
は
、

謙
譲
の
心
を
持
つ
と
い
う
美
徳
が

あ
る
。
愚
直
な
ま
で
に
努
力
す
る

気
質
が
あ
る
。
世
界
が
驚
く
ス
ピ
ー

ド
で
、
復
興
を
遂
げ
る
と
信
じ
た

い
。◆
先
号
、
本
号
に
飲
食
生
衛
の

全
国
大
会
の
案
内
が
あ
る
。
石
川

県
で
開
催
の
予
定
だ
。
関
係
各
位

に
は
ぜ
ひ
と
も
訪
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。
奇
し
く
も
震

災
か
ら
お
よ
そ
半
年

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
。

き
っ
と
力
強
く
立
ち

上
が
っ
た
石
川
県
が

あ
る
だ
ろ
う
。
２
０

１
１
年
の
岩
手
で
、

立
派
に
営
業
し
て
い

た
店
が
あ
っ
た
よ
う

に
。
精
一
杯
の
お
洒

落
を
し
て
街
を
行
く

若
者
が
い
た
よ
う
に
。
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